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⑮ 研究概要
広上俊一，角田広子:計算化学的方法による分子
構造と電子状態のエネルギーおよび反応の遷移状態
の研究
高橋たみ子:光化学反応を利用する新規不斉反応
の開発研究
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⑮ 研究概要
前脳交連線維系の形成過程に関する神経解剖学的
.神経生物学的研究
糖尿病治療薬の開発を目的とした天然生理活性物
質の探索と応用に関する研究
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⑮ 研究概要
JAPAN-KD臨床試験(保存期慢性腎不全)
は最終報告に入った.伝統医薬に関するQOL研究・
臨床試験もほぼ終了時期となった.一方，脳卒中領
域の診療ガイドライン策定研究(学会主導入糖尿
病に関するメタアナリシス研究(厚生労働省)，医
療用具の臨床試験ガイドライン策定(厚生労働省)， 
心不全QOL調査， JELIS臨床試験 (EPAの長期予
後研究)は進行中である.また新たに始まったもの
としては，卵巣癌の新規治療法に対する臨床試験プ
ロジ‘ェクト(データセンタ-i旦当)， QOLアンケー
ト票作成のための項目反応理論の応用研究(文部科
学省)，脳卒中の二次予防試験(厚生労働省)，神戸
医療産業都市での基盤研究(文部科学省)が開始さ
れた.最後の2つは研究協力者になっている.
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